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内閣府（防災担当） 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年防災功労者防災担当大臣表彰式について 

 

 標記式典を下記のとおり執り行うのでお知らせします。 

 

記 

 

       １ 日 時  平成 29 年９月 12日（火） 

              13 時 30 分～ 

        ２ 場 所  合同庁舎第８号館１階講堂 

       ３ 出席者  防災担当大臣 ほか 

４ 取 材  表彰式閉会までカメラ撮り可 

 

【本件問合せ先】 

 内閣府政策統括官（防災担当）付 

 参事官（総括担当）付 坂本、岡田、鈴木、篠田  

 電話：03-3501-5408（直） FAX：03-3503-5690 



○　個　人

〔防災体制の整備〕

森 田 裕 一 (内閣府)

関 澤 愛 (内閣府)

秦 康 範 (長野県)

花 木 芳 洋 (愛知県)

沖 村 孝 (兵庫県)

藤 村 尚 (鳥取県)

吉 金 茂 (愛媛県)

〔災害時の防災活動〕

金 子 雄 子 (熊本県)

〔防災思想の普及〕

秋 田 治 (鳥取県)

山 口 美 三 雄 (宮崎県)

○　団　体

〔災害時の防災活動〕

特定非営利活動法人災害･防災ボランティア未来会 (山梨県)

一般社団法人熊本県建設業協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県測量設計コンサルタンツ協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県道路保全協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県防災交通安全施設・橋梁補修業協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県地質調査業協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県法面保護協会 (熊本県)

熊本県砂防ボランティア協会 (熊本県)

公益社団法人熊本県建築士会 (熊本県)

一般社団法人熊本県建築士事務所協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県建築協会 (熊本県)

特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク (熊本県)

社会福祉法人熊本県社会福祉協議会 (熊本県)

熊本県介護支援専門員協会 (熊本県)

公益社団法人熊本県精神科協会 (熊本県)

公益社団法人熊本県医師会 (熊本県)

公益社団法人熊本県看護協会 (熊本県)

熊本産科婦人科学会 (熊本県)

平成２９年防災功労者防災担当大臣表彰受賞者名簿



一般社団法人熊本県歯科医師会 (熊本県)

公益社団法人熊本県薬剤師会 (熊本県)

特定非営利活動法人日本防災士会・熊本県支部 (熊本県)

一般社団法人熊本県介護福祉士会 (熊本県)

一般社団法人熊本県社会福祉士会 (熊本県)

一般社団法人熊本県造園建設業協会 (熊本県)

一般社団法人熊本県電設業協会 (熊本県)

熊本県電気工事業工業組合 (熊本県)

熊本県管工事業組合連合会 (熊本県)

熊本県環境整備事業協同組合 (熊本県)

公益社団法人熊本県浄化槽協会 (熊本県)

九州テクニカルメンテナンス㈱ (熊本県)

公益社団法人全国賃貸住宅経営者協会連合会 (熊本県)

熊本県災害リハビリテーション推進協議会 (熊本県)

熊本県保育協議会 (熊本県)

一般社団法人熊本県保育協会 (熊本県)

熊本県養護協議会 (熊本県)

日本障害フォーラム (熊本県)

特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会 (熊本県)

熊本県障がい者相談支援事業連絡協議会 (熊本県)

熊本県知的障がい者施設協会 (熊本県)

熊本県身体障害児者施設協議会 (熊本県)

熊本県地域密着型サービス連絡会 (熊本県)

熊本県青年赤十字奉仕団 (日本赤十字社)

赤十字飛行隊熊本支隊 (日本赤十字社)

熊本県赤十字防災ボランティア｢ﾘｰﾀﾞｰ会」 (日本赤十字社)

熊本県接骨･整骨赤十字奉仕団 (日本赤十字社)

〔防災体制の整備〕

流山市東部地区自治会連合協議会 (千葉県)

小千谷市自主防災組織連絡協議会 (新潟県)

社会福祉法人 正生会　特別養護老人ホーム つばさ (静岡県)

〔防災思想の普及〕

宮坂建設工業㈱ (北海道)

下地自主防災会（S.E.A) (愛知県)

かがわ自主ぼう連絡協議会 (香川県)

以上　　１０個人、５１団体



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

も り た ゆ う い ち

森 田 裕 一

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は観測火山学の分野において優れた成果を残してお
り、最先端の研究・教育と地域の防災力向上に大きく貢献
しているほか、防災行政へ有用な提言を行っている。
　研究活動においては、地球物理学的な観測による地震滑
動と地殻変動の解析やマグマの移動現象の定量的な観測
等、様々な火山現象の解明と火山噴火予測に関する研究を
行っており、高い学術成果を挙げている。
　さらに防災行政においても、防災関連調査研究の在り方
や火山災害対策について、幅広い知見から数多くの有用な
提言を行うなど、防災体制の整備に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

内 閣 府

埼玉県さいたま市南区

東京大学　教授



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

せ き ざ わ あ い

関 澤 愛

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は建築・都市防災の分野において優れた成果を残し
ており、住宅防火、都市防災等に関する研究と地域の防災
力向上に大きく貢献しているほか、防災行政へ有用な提言
を行うなど、その活動は非常に幅広いものである。
　研究活動においては、長年にわたって地震火災のリスク
や火災発生時における避難行動の分析等に取り組んでお
り、高い学術成果を挙げている。
　さらに防災行政においても、都市防災や火災対策につい
て、幅広い知見から数多くの有用な提言を行うなど、防災
体制の整備に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

内 閣 府

東京都練馬区

東京理科大学　教授



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

は だ や す の り

秦 康 範

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は県の防災会議委員や各種事業の専門員として参画
し、防災対策の専門的な助言を行い、長野県の防災体制の
推進に貢献している。
　平成２５・２６年度に長野県で策定した「第３次長野県
地震被害想定」の策定の際には、専門委員として、地震防
災対策の構築に大きく寄与した。
　更に、御嶽山噴火災害を踏まえ、火山と共生するために
必要な啓発の方向性やその具体策の検討を行うことを目的
とした「火山防災のあり方検討会（平成２８年度）」で
は、有識者トップの副座長として様々な分野の有識者や関
係行政機関等の意見集約を行った。
　また、同検討会の報告を踏まえた「御嶽山火山マイス
ター」検討会議委員として、御嶽山地域における火山防災
対策の検討にも参画するなど、防災体制の整備多大な貢献
をしている。

氏 名

功 績 概 要

長 野 県 知 事

山梨県甲府市

山梨大学　准教授



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

は な き よ し ひ ろ

花 木 芳 洋

住 所

職 業

功 績 の 概 要

氏 名

功 績 概 要

愛 知 県 知 事

愛知県名古屋市昭和区

名古屋第一赤十字病院　救命救急センター長兼救急部長

　同氏は大規模災害時に県内の災害医療の調整を中心的に
行う本部災害医療コーディネーターに就任し、平時から愛
知県の災害医療体制の整備に積極的に貢献。
　また、県の重要な会議である災害医療協議会、統括災害
医療調整部会等の委員を歴任し、愛知県の災害医療体制の
構築に向けた様々な助言を行ってきた。
　さらに、愛知県におけるメディカル・コントロール体制
の構築・向上にも大きな貢献を果たし、また現場活動とし
て有珠山噴火災害から被災地内での医療介護活動に携わっ
ており、熊本地震災害においても、発災当初から熊本県で
医療提供体制の構築に尽力するなど、防災体制の整備に多
大な貢献をした。



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

お き む ら た か し

沖 村 孝

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は防災工学、地盤工学等の分野の専門家であり、長
年にわたり、豪雨中や地震発生時における斜面表層崩壊メ
カニズムの解析に優れた研究成果を発表し、兵庫県の防災
体制の推進・強化に貢献した。
　また人と防災未来センターの上級研究者として、選任研
究員の育成・指導に当たるとともに、同センターが全国の
防災関係の幹部職員を対象に行う専門研修の講師を務め
た。
　さらに、建設省宅地防災技術委員会員や文部科学省学術
審議会専門委員といった国の各種委員会委員を歴任するな
ど、防災に対する見解を踏まえた積極的な提言を行うな
ど、防災体制の整備に多大な貢献をした。

氏 名

功 績 概 要

兵 庫 県 知 事

兵庫県神戸市北区

（一財）建設工学研究所　代表理事



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

ふ じ む ら ひ さ し

藤 村 尚

住 所

職 業

功 績 の 概 要

　同氏は地盤工学及び土木工学の専門家として、鳥取県防災
顧問、鳥取県地震防災調査研究委員会委員等の数多くの委員
を歴任し、鳥取県の防災行政に係る有益な提言や助言を行う
など、鳥取県全体の防災力の充実強化に多大な貢献があっ
た。
　また、「防災を目指す出前裏山診断」にも参加し、知見を
生かした分析や助言を地域に対して行うとともに、数多くの
講演や、新聞紙面等による意見・提言を積極的に行い、地域
における防災力の向上に尽力するなど、防災体制の整備に多
大な貢献をした。

功 績 概 要

鳥 取 県 知 事

鳥取大学　名誉教授

氏 名

鳥取県鳥取市



個人［防災体制の整備］

推 薦 者

よ し か ね し げ る

吉 金 茂

住 所

職 業

功 績 概 要

愛 媛 県 知 事

氏 名

愛媛県松山市

自営業

功 績 の 概 要

　同氏は平成２０年６月に設立された松山市自主防災組織
ネットワーク会議では、設立当初から副会長を務め、平成２
３年５月から現在まで会長として市内の自主防災組織の連携
強化や意識啓発に努め、平成２４年８月には市内全域１０
０％の自主防災組織結成を達成するなど、自主防災組織を中
心とする積極的な地域防災力強化に貢献した。
　さらに、平成２７年度には、内閣府の地区防災計画モデル
地区に五明地区が指定された際は、先頭を切って土砂災害か
らの避難計画をメインにした五明地区防災計画の作成に尽力
した。この地区防災計画の取組は内閣府や総務省消防庁など
のホームページや事例集に掲載され、好事例として高く評価
されるなど、防災体制の整備に多大な貢献をした。



個人［災害時の防災活動］

推 薦 者

か ね こ ゆ う こ

金 子 雄 子

住 所

職 業

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

氏 名

熊本県熊本市南区

主婦

功 績 の 概 要

　同氏は平成９年９月に富合町婦人防火クラブを立ち上げ、
自ら会長として長年にわたり精力的に活動し、炊き出し訓練
やボランティア活動、各種イベント等を通して地域防災に貢
献している。
　特に平成２８年熊本地震の直後には、自ら被災しながら
も、自宅においての炊き出しを行ったほか、避難所や車中泊
で生活している被災者の方に女性用の下着の配布を行うなど
の女性目線での奉仕活動の実施など、その迅速な対応、献身
的な活動により住民からの厚い信頼を受け、災害時の防災活
動に多大な貢献をした。



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

あ き た お さ む

秋 田 治

住 所

職 業

功 績 概 要

鳥 取 県 知 事

氏 名

鳥取県米子市

米子市立東山中学校　校長

功 績 の 概 要

　同氏は教育者の立場から、生徒が将来どこの地域に行って
も正しい災害対応ができる実践的な防災教育を行うために主
導的な役割を果たすとともに、防災訓練の手法を見直して
様々なシチュエーションを想定して行うことで現実味を持た
せ、生徒が多様な対応ができるようにしているほか、地域住
民やＰＴＡ役員と連携した訓練を行うことで地域防災力向上
に貢献している。
　また、教育課程の中に独自の防災教育カリキュラムを盛り
込み、授業の中で災害発生のメカニズムを教えるとともに放
射線の測定を行うなど幅広い知識の習得をさせるほか、修学
旅行の行き先に必ず防災関連施設を含めるなど趣向を凝らし
た防災教育を実施し、防災思想の普及に多大な貢献をした。



個人［防災思想の普及］

推 薦 者

や ま ぐ ち み さ お

山 口 美 三 雄

住 所

職 業

功 績 概 要

宮 崎 県 知 事

氏 名

宮崎県延岡市

無　職

功 績 の 概 要

　同氏は平成１７年の台風第１４号を契機として自助・公助
の重要性を痛感し、地域の被災を最小限にするために自主防
災組織を結成して年２回の防災活動（訓練・講和等）を実施
するなど、防災意識の向上に尽力している。
　また平成２９年６月まで自主防災組織連絡協議会の会長と
して、自主防災組織の結成促進や組織の活性化について区長
連絡協議会を中心に多くの地区に対してその重要性を啓発
し、平成２３年の会長就任時に４４．５％だった自主防災組
織率が平成２８年には７９．５％へ向上するなど、防災思想
の普及に多大な貢献をした。



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 山梨県甲府市

功 績 概 要

山 梨 県 知 事

功 績 の 概 要

　同団体は、平時においては県や市町村の地域防災リーダー
の育成や、甲斐の国防災リーダー（防災士）フォローアップ
研修、自主防災組織の活性化、防災訓練の県・市町村との協
力などを実施するとともに、これらの活動での経験に基づい
た防災知識を県の全域に広めるなど、普及や啓発にも努め、
山梨県の地域防災力の向上に大いに貢献している。
　また東日本大震災や山梨県豪雪災害、熊本地震などの大規
模災害時においては現地に赴いての救助活動や、医療救護活
動、建設機械の操作など専門技術を生かした活動、現地ニー
ズに合わせた被災者支援に尽力するなど、災害時の防災活動
に多大な貢献をした。

名 称
特定非営利活動法人災害･防災ボランティア未来会

代 表 者
やました　ひろし

山下　博史

とくていひえいりかつどうほうじんさいがい・ぼうさいぼらんてぃあみらいかい



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

代 表 者
はしぐち　みつのり

橋口　光徳

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震において発災直後から、人命救助、緊
急車両が現地へ入るための道路啓開、２次被害を防止するた
めの仮設防護柵の設置、河川氾濫防止のための大型土嚢の設
置、家屋解体を行うなど、多岐にわたり建設業としての専門
知識を活かした迅速な対応を行った。
　また、発災直後よりライフラインの維持の一環として、熊
本市内において給水活動を実施するなど、災害時の防災活動
に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんけんせつぎょうきょうかい

一般社団法人熊本県建設業協会

熊本県熊本市中央区



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

ふじもと　ゆうじ

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんそくりょうせっけいこんさるたんつきょうかい

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震において発災直後から同協会内に会長
を本部長とする災害対策本部を設置し、災害協定に基づく熊
本県・熊本市からの支援要請や、県内各地市町村からの災害
調査の要請に対して、発災後の１月半（５月末まで）に延べ
１万８千人を超える会員が対応するなど、専門分野である測
量設計の分野で災害査定支援に尽力した。
　また、豪雨災害後に農地被害等が広範囲に拡大した後は、
九州各県の測量設計協会に支援応援を求めた。これらの活動
により２８年内に災害査定業務の大半が終了（農災関係は一
部２９年１月まで持越し）するなど、災害時の防災活動に多
大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

代 表 者

一般社団法人熊本県測量設計コンサルタンツ協会

熊本県熊本市中央区

藤本　祐二



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

代 表 者
さかもと　たかし

阪本　卓

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震において発災直後から、被害が甚大で
あったと思われる防災活動地区に存在する道路橋を、専門調
査員３０名で緊急点検を実施した。
　特に、地震の影響が最も現れやすい橋梁を支える支承部に
ついて、専門知識を有する調査員が点検を行うことにより、
落橋を未然に防ぐなど、災害時の防災活動に多大な貢献をし
た。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんどうろほぜんきょうかい

一般社団法人熊本県道路保全協会

熊本県熊本市東区



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

代 表 者
ふかみ　ひろかず

深水　弘一

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震において発災直後から、１週間かけて
県内全橋梁の目視点検及び応急処理を集中的に実施した。
　また、被災地の安全点検（道路）を行い、安全確保のため
のバリケード等の設置を行うなど、災害時の防災活動に多大
な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称

いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんぼうさいこうつうあんぜんしせつ・きょうりょうほしゅうぎょうきょうかい

一般社団法人熊本県防災交通安全施設・橋梁補修業協会

熊本県熊本市東区



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

工藤　伸

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんちしつちょうさぎょうきょうかい

一般社団法人熊本県地質調査業協会

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震において現地での被災状況調査を実施
し、道路、橋梁、法面等の応急対策や本復旧に向けた調査必
要箇所の抽出作業にあたり技術的助言を提案するなど、専門
知識を活かした迅速な対応を行った。
　また、発災直後から益城町において、被災宅地の地盤判定
無料相談窓口を開設し、相談者宅（熊本市他近隣町村を含
む）の調査を実施して被災住民の生活を支えるなど、災害時
の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市東区

代 表 者
くどう　しん



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

土屋　立親

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんのりめんほごきょうかい

一般社団法人熊本県法面保護協会

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において、発災後直ちに県土木部及び農
林水産部や被害の大きかった各地域振興局の担当部署に出向
いて応急対応を図るとともに、その専門知識を活かし被災後
の法面状況調査を実施した。
　特に、熊本市東区下南部地区においては地震により市道に
亀裂が入り白川沿い斜面が崩落している現場を発見したた
め、雨による二次災害の危険も予想されることから、ブルー
シートでの養生作業を実施し、また宇城地域振興局からの支
援要請を受けた際には、管内協会員４社が道路法面崩落現場
へ赴き、応急復旧作業に従事するなど、災害時の防災活動に
多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
つちや　たつちか



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

稲田　良一

名 称
くまもとけんさぼうぼらんてぃあきょうかい

熊本県砂防ボランティア協会

功 績 の 概 要

　同団体は平成２８年４月１４日より続く一連の熊本地震に
際し、前震による震度７を観測した翌日の４月１５日から熊
本県内にある砂防関係施設等の緊急点検に着手した。
　その後も本震や余震が続く中、道路等の被災により現地へ
の到着が極めて困難な状況下において、砂防関係施設等約１
７０箇所の緊急点検を４月２０日までに実施して結果を県へ
報告し、その後の二次的な危険箇所の把握に役立てられるな
ど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
いなだ　りょういち



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

中尾　憲征

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんけんちくしかい

公益社団法人熊本県建築士会

功 績 の 概 要

　同団体は熊本県の支援要請により、地震発生直後から応急
危険度判定に取組み、延べ４０５人が応急危険度判定に従事
した。
　また、国が依頼する住宅瑕疵担保責任保険協会からの要請
で被災した現場で８５６件の相談を行い、補修等必要な場合
には、補修事業者等の情報提供を行った。
　被災した住民が余震が怖くて車中泊を余儀なくされていた
が、応急危険度判定を受け、家に入ることも可能であること
を告げ、被災者の安心につながるなど、災害時の防災活動に
多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
なかお　のりゆき



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

福島　正継

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんけんちくしじむしょきょうかい

一般社団法人熊本県建築士事務所協会

功 績 の 概 要

　同団体は県及び市町村からの震災対応への建築士の派遣依
頼等に迅速に対応するとともに、震災後、安全が確認できな
いために家に入ることができず、避難所や車中泊を余儀なく
されている被災者が、応急危険度判定を受けることにより帰
宅可能となるなど、被災者からの相談や現地調査等の依頼に
ついても積極的に対応した。
　また、熊本の住宅再建に取り組む「熊本県地域型復興住宅
推進協議会」の事務局として、行政、建築関係団体や木材関
係団体等の連携を図りながら積極的な取り組みを行うなど、
災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
ふくしま　まさつぎ



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

岩永　一宏

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんけんちくきょうかい

一般社団法人熊本県建築協会

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発生後直後、熊本県からの要請により被
害が極めて大きかった益城町安永に応急危険度判定士を派遣
し、地域住民の安全・安心に大いに貢献した。
　また同団体では毎年、災害情報伝達訓練や被災地の応急対
応訓練を実施しており、今回の熊本地震による県からの派遣
要請についても、建築協会緊急防災隊組織をフル活用して情
報収集・伝達をスムーズに行うことで地域住民の安全・安心
に繋がるなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
いわなが　かずひろ



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

栗田　暢之

名 称
とくていひえいりかつどうほうじんぜんこくさいがいぼらんてぃあしえんだんたいねっとわーく

特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災から５日後には熊本県及び熊本県社
会福祉協議会と３者による連携体制を確立し、災害ボラン
ティア団体として熟練した経験やノウハウの提供を行い、行
政との連携、ＮＰＯ等ボランティア団体や企業との支援調整
及び被災者支援を実施した。
　県内で活動するＮＰＯ等ボランティア団体等との情報共有
や活動内容の調整を図り、市町村経由で県に報告される情報
だけでは知ることができない被災者の状況や課題等がいち早
く県へ報告され、迅速に避難所内のレイアウトや生活環境等
の改善を図るとともに、一部の義援物資については、行政
ルートとは別にＮＰＯ等独自のルートにより配送し、支援が
行き届きづらい地域を見逃すことなく義援物資を届けるな
ど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

東京都千代田区

代 表 者
くりた　のぶゆき



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

良永　彌太郎

名 称
しゃかいふくしほうじんくまもとけんしゃかいふくしきょうぎかい

社会福祉法人熊本県社会福祉協議会

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において前震発生後の１５日に熊本県災
害ボランティアセンターを設置し、全国の社会福祉協議会等
の応援を受けながら、被災市町村における災害ボランティア
センターの運営を支援した。
　また、福祉避難所や被災した社会福祉施設等に介護職員等
を派遣する「介護職員等応援派遣マッチング本部」を本会に
設置し、全国社会福祉協議会や各種別協議会との協働連携の
もと、応援職員の派遣調整、他の団体による派遣調整結果の
取りまとめなどを実施するなど、災害時の防災活動に多大な
貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市中央区

代 表 者
よしなが　やたろう



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地

土屋　政伸

名 称
くまもとけんかいごしえんせんもんいんきょうかい

熊本県介護支援専門員協会

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災当初より日本介護支援専門員協会と
連携し、被災地の地域包括支援センターに全国各地から延べ
８９２人の介護支援専門員を派遣し、避難所や在宅に避難し
ている高齢者等の安否確認やアセスメントの実施等被災者支
援を実施した。介護サービスが必要な方々の中には、震災前
より認知力や意欲の低下、不安を抱えている方、閉じこも
り、食欲低下、聴力低下などを訴える方もおり、人との交流
や会話及び訪問しての見守りを必要とする方等を把握し、支
援に繋げた。
　また、被害の大きかった益城町においては総合相談窓口の
立ち上げから運営にも尽力するなど、災害時の防災活動に多
大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

熊本県熊本市東区

代 表 者
つちや　まさのぶ



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
あいざわ　あきのり

相澤　明憲

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、ＤＰＡＴ（災害精神科医
療チーム）調整本部の立ち上げに協力し、派遣要請に応じて
各都道府県から派遣されたＤＰＡＴとともに、被災した精神
科病院や避難所等での被災者への支援等を実施した。
　その後、引き続き同団体の協力を得て、平成２８年６月に
熊本県版ＤＰＡＴを立ち上げ、同年１０月まで活動を実施し
て避難所等の訪問や市町村保健師から連絡を受けた重篤な
ケース等への対応を行うなど、災害時の防災活動に多大な貢
献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんせいしんかきょうかい

公益社団法人熊本県精神科協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
ふくだ　しげる

福田　稠

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、ＪＭＡＴ（日本医師会災
害医療チーム）を中心として、ＤＭＡＴ（災害派遣医療チー
ム）や地元医師会等と連携し、医療救護活動を実施した。
　特に、ＤＭＡＴの活動終了（平成２８年４月２２日）後
は、ＤＭＡＴ活動を円滑に引き継ぐとともに、被災地の避難
所、救護所等で医療救護活動を実施した。
　ＪＭＡＴは、被災地の医療機関の診療が概ね再開された５
月末まで活動を実施し、県外を含め５６３チーム、２，５１
５人が参加するなど、災害時の防災活動に多大な貢献をし
た。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんいしかい

公益社団法人熊本県医師会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
しまだ　あきこ

嶋田　晶子

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から６月１３日までの約２か月
間、延べ２７３人の「災害支援ナース」を派遣し、避難所に
おいて医療救護活動や避難者の健康管理等に尽力した。
　特に、「災害支援ナース」は、他の医療救護チームが日中
の活動を中心とする中、２４時間体制の支援を行い、各避難
所での被災者に寄り添いながら、避難生活における健康な生
活環境の確保と被災者の精神的安定に繋がるなど、災害時の
防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんかんごきょうかい

公益社団法人熊本県看護協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
かたぶち　ひでたか

片渕　秀隆

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震により県内に２つある総合周産期母子
医療センターの一つである熊本市民病院が被災し、県内ＮＩ
ＣＵ（新生児集中治療室）の約４０％、ＭＦＩＣＵ（母体・
胎児集中治療室）の５０％が一度に失われた異常事態の中、
「熊本県地震緊急周産期医療対策プロジェクト」を直ちに立
ち上げ、緊急分娩の受入体制を早急に構築し、分娩場所が未
定となった妊婦に対する受け入れ先の確保や、妊婦の避難所
への避難や車中泊を行う場合の注意喚起を行うなど、県内の
妊婦・褥婦が重篤な状態に陥ることを未然に防ぐことに尽力
し、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとさんかふじんかがっかい

熊本産科婦人科学会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
うらた　けんじ

浦田　健二

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、県歯科衛生士会、県歯科
技工士会や九州地区連合歯科医師等との協力体制のもと、地
域の保健所や市町村との連携を緊密に保ち、特に被害が大き
かった１０市町村において避難者の歯・口腔の健康状態を把
握し、応急歯科処置、口腔ケア指導、歯科相談等の歯科保健
医療活動を実施した。
　また併せて、口腔ケア支援物資の提供、口腔ケアに関する
ポスター・チラシの配布等を行うことで高齢者の誤嚥性肺炎
の発症予防や歯科疾患の増加予防（歯科治療実績（平成２８
年４月２３日～６月１７日）：延べ２５１名）に繋がり、避
難所等での健康管理等に大きな役割を果たすなど、災害時の
防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんしかいしかい

一般社団法人熊本県歯科医師会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
ひろた　せいすけ

廣田　誠介

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後に組織内に災害対策本部を立ち
上げ、県内外から派遣された災害支援薬剤師の受入れ調整、
及び被災地への派遣を行い、５月２９日の活動終了までに８
５８人の薬剤師を被災地に派遣して災害医療に対する医薬品
等の供給を行った。
　また、２３人の災害薬事コーディネーターを県庁や被災地
に派遣し、医療救護活動に対する助言や被災地の需要の把握
等に努めた。
　さらに、同団体の連絡体制や支部組織を活用し、各地域の
薬局の被災状況や開局状況等の把握を行い、地域医療におけ
る医薬品等の確保・供給に努めるなど、災害時の防災活動に
多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんやくざいしかい

公益社団法人熊本県薬剤師会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
みやした　しょういち

宮下　正一

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震の前震の翌日に全国の各支部８００名
の会員に呼びかけを行い、炊き出し等を実施した。
　その後、益城町内にボランティアセンターを開設して、ボ
ランティアニーズの把握や、災害瓦礫処理等多岐にわたり迅
速且つ組織力を活かして被災地支援を実施するなど、災害時
の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
とくていひえいりかつどうほうじんにほんぼうさいしかい・くまもとけんしぶ

特定非営利活動法人日本防災士会・熊本県支部



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
いしもと　じゅんや

石本　淳也

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災当初から行政等と連携し、被害の大
きかった南阿蘇村や益城町の避難所等へ全国から延べ９００
人の介護福祉士を派遣し、要支援者の夜間の排泄ケア、避難
所における見守り、アセスメントの支援などを実施した。
　また、ボランティアニーズの汲み取り、民間事業者・学校
関係・個人からのボランティア派遣の調整などにも尽力する
など、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんかいごふくししかい

一般社団法人熊本県介護福祉士会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
くろだ　のぶこ

黒田　信子

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災当時、２人体制で運営していたこと
により、地域包括支援センターとしての機能が停止していた
西原村地域包括支援センターからの派遣依頼を受け、６月１
３日より２名ずつリレー方式で全国から１９０人以上の社会
福祉士を派遣し、被災地において在宅高齢者の状況確認や、
相談の受付け、ニーズを把握して必要な支援を行う機関とし
ての地域包括支援センターの機能回復に尽力した。
　また、同様に機能が停止していた益城町西部地域包括支援
センターにも８月から並行して派遣し、個別訪問や会議への
出席、記録整理などをすることで、センター運営の支援を実
施するなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんしゃかいふくししかい

一般社団法人熊本県社会福祉士会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
たのうえ　ひでかず

田上　秀一

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、道路を塞いだ構造物等の
撤去や、多くの地域住民が避難した地域の道路沿い等の除草
作業など、地域住民が安全に安心して生活できる環境の寄与
に貢献した。
　また５月、７月、８月には、被災市町村からの要請で、甚
大な被害を受けた地区の道路沿い等の除草作業をボランティ
アで実施することで、住民の避難に伴い空き家となった地域
における防犯対策や維持管理に繋がり、さらには仮設住宅の
住民と一緒にベンチの設置等を行い仮設住宅の環境整備を実
施するなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんぞうえんけんせつぎょうきょうかい

一般社団法人熊本県造園建設業協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
いわさき　ゆたか

岩崎　裕

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発生時において、発災直後から地元電設
業者の団体として、被災した熊本市内の街路灯約５，８００
基の緊急点検を実施し、落下・倒壊による二次災害の防止に
努め、住民等が安心して退避できる環境づくりに尽力するな
ど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんでんせつぎょうきょうかい

一般社団法人熊本県電設業協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
しおた　やすひろ

汐田　康博

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、被災市町村の避難所とな
る体育館等の公共施設の緊急点検を実施、２次災害の防止に
努めた。
　また、九州電力に協力して、被災地域の電柱や電線の破損
状況や補修工事の必要の有無、建物の電線引込口の安全性確
保等の確認作業を実施し、復電後の火災発生防止や電柱等の
倒壊防止に尽力するなど、災害時の防災活動に多大な貢献を
した。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんでんきこうじぎょうこうぎょうくみあい

熊本県電気工事業工業組合



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
くどう　みつあき

工藤　光明

功 績 の 概 要

　同団体は発災直後から応急給水活動、応急復旧活動に従事
し、『命の水』を県民の皆様に一刻も早く届けるよう昼夜を
問わず不眠不休で活動。
　専門の技術者・技能者を被災市町村内の学校・避難所など
の公共施設に派遣、給排水溝の修理を実施し、避難所の衛生
環境の向上に努めるなど、災害時の防災活動に多大な貢献を
した。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんかんこうじぎょうくみあいれんごうかい

熊本県管工事業組合連合会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
まつおか　おさむ

松岡　修

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震による下水管の損傷等により下水が溢水
する可能性があったため、組合員がバキューム車を待機さ
せ、必要に応じて汚水を吸引し直近のマンホールへ移送する
処理を行い、汚水が溢れることを防ぎ、公衆衛生の維持に努
めるなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんかんきょうせいびじぎょうきょうどうくみあい

熊本県環境整備事業協同組合



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県上益城郡嘉島町

代 表 者
もりた　かずひろ

森田　和博

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震による浄化槽の被害を明らかにするた
め、県下全域で浄化槽被害状況調査（７３，０００基）を実
施し、その結果を行政機関等へ提供・公表することで、被害
に係る全容把握や、浄化槽の被害の程度による取替等に係る
補助金の所要額算定に活用されることにより、今後の被災住
民の生活再建に繋がるなど、災害時の防災活動に多大な貢献
をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんくまもとけんじょうかそうきょうかい

公益社団法人熊本県浄化槽協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
すぎもと　ようじ

杉本　陽児

功 績 の 概 要

　同社は、益城町内各避難所に設置された仮設トイレのし尿
について、町のし尿処理場の被災に伴い一時搬入不可の状態
となる中、仮設トイレ等からの引き抜き汚泥を同社が指定管
理者として管理運営する熊本市北部流域下水道へ流入させる
ことを提案・移送投入し、避難所でのトイレ使用制限を最小
限にとどめ、健康管理及び公衆衛生保持に尽力するなど、災
害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
きゅうしゅうてくにかるめんてなんすかぶしきがいしゃ

九州テクニカルメンテナンス㈱



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 東京都千代田区

代 表 者
みよし　おさむ

三好　修

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から被災者への応急的な住まい
の確保のため、他の不動産関係団体と協力して４月２５日に
コールセンターを開設し、被災者のほか、貸主や管理会社等
への賃貸物件に関する情報提供、相談対応を行い、借上型仮
設住宅への入居促進に努め、県民への応急的な住まいの確保
に尽力するなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
こうえきしゃだんほうじんぜんこくちんたいじゅうたくけいえいしゃきょうかいれんごうかい

公益社団法人全国賃貸住宅経営者協会連合会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
みずた　ひろし

水田　博志

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災後初期、災害派遣医療チーム（ＤＭ
ＡＴ）及び日本医師会災害医療チーム（ＪＭＡＴ）と共同で
一次避難所アセスメントを行いながら、弾性包帯の配布や使
用法指導などエコノミークラス症候群に対する予防活動を実
施した。
　また、生活不活発病に対する予防活動として、集団体操や
個別介入・生活指導等を実施するとともに、発災後中期以降
については、これまでの活動に加えて、応急仮設住宅の建
設・入居に合わせた段差解消や手すりの設置など、初期改修
を実施して被災者の生活環境整備に尽力するなど、延べ５５
４活動隊が連携して災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんさいがいりはびりてーしょんすいしんきょうぎかい

熊本県災害リハビリテーション推進協議会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
ひらの　まさのり

平野　正憲

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災後、５月から８月までの間、避難所
等に保育士村を開設して、延べ１００人のボランティア保育
士が保育を実施（参加者約３００人）し、避難生活を強いら
れている子どもたちが親子で遊ぶ場を提供することにより、
被災者の痛みの最小化に努めるなど、災害時の防災活動に多
大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんほいくきょうぎかい

熊本県保育協議会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
つかもと　みつよ

塚本　美津代

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、災害復旧に従事する方の
子供を早期に保育所で預かることが熊本地震の早期復旧・復
興につながると考え、会員園に対し早期開所を要請し、開所
に向かって尽力した。
　結果、余震が続いて開所を躊躇している保育所もあった
が、出来うる限りの早期開所に繋がり、災害復旧に従事する
方や避難所へ避難されている方においては、子どもを保育所
へ預けることにより安心して復旧作業や自宅の確認・片付け
ができるようになるなど、災害時の防災活動に多大な貢献を
した。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
いっぱんしゃだんほうじんくまもとけんほいくきょうかい

一般社団法人熊本県保育協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
うえむら　こうえん

上村　宏渕

功 績 の 概 要

　同団体では、熊本地震発災直後から児童の安全確保や県内
外施設等から物資の受入と提供、応援職員受入調整等を行
い、大きな被害のあった益城町の児童養護施設、児童心理治
療施設においては２か月半にわたり施設を避難所として開放
し、職員は入所児童の保護とともに、町指定避難所の運営管
理にあたるなど、地域の安全・安心に努めた。
　また、他の児童養護施設等においても、避難先として地域
住民の受け入れや、入所児童がボランティアで避難所での支
援活動や地域の瓦礫撤去の支援を実施するなど、災害時の防
災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんようごきょうぎかい

熊本県養護協議会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 東京都新宿区

代 表 者
あべ　かずひこ

阿部　一彦

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震発災直後から、被害の大きかった熊本
市、益城町等において、在宅障がい者への訪問調査等（約１
万人）を通じて把握した障害福祉サービスを必要とするもの
に対して、生活介護やショートステイ等の障害福祉サービス
の利用等ができるように迅速な支援を実施。
　また、避難所及び応急仮設住宅等においては、在宅障がい
者宅の家財整理等の支援を実施するなど、災害時の防災活動
に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
にほんしょうがいふぉーらむ

日本障害フォーラム



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 埼玉県東松山市

代 表 者
きくもと　けいいち

菊本　圭一

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震による被害の大きかった熊本市、益城町
において、熊本県障害者相談支援事業者連絡協議会、日本障
害フォーラムと連携し、専門的知識を活用しての在宅障がい
者に訪問調査等を行い（約１万人）、支援が必要な者には、
障害福祉サービスの利用等ができるように迅速に支援を行う
など、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
とくていひえいりかつどうほうじんにほんそうだんしえんせんもんいんきょうかい

特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
ごとう　まさみ

後藤　政己

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震による被害の大きかった熊本市、益城町
において、熊本県障害者相談支援事業者連絡協議会、日本障
害フォーラムと連携し、専門的知識を活用しての在宅障がい
者に訪問調査等を行い（約１万人）、支援が必要な者には、
障害福祉サービスの利用等ができるように迅速に支援を行う
など、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんしょうがいしゃそうだんしえんじぎょうれんらくきょぎかい

熊本県障がい者相談支援事業連絡協議会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
たけもと　のりまさ

武元　典雅

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震の発災直後から施設の被害状況調査を
実施し、県内外施設等から物資の受入と提供、被災した障が
い者支援施設等への介護職員等の派遣や受入に係る調整を行
い、熊本地震の際の障がい者の支援に尽力。
　また、支援物資拠点を設置し、施設への必要物資のニーズ
把握、供給を行うとともに、全国から寄せられた物資を福祉
施設や被災地域の住民にも供給し、被災住民の心身両面での
支援に努めるなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんちてきしょうがいしゃしせつきょうかい

熊本県知的障がい者施設協会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市中央区

代 表 者
みうら　たかこ

三浦　貴子

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震の発災直後から施設の被害状況調査を
実施し、県内外施設等から物資の受入と提供、被災した障が
い者支援施設等への介護職員等の派遣や受入に係る調整を行
い、熊本地震の際の障がい者の支援に尽力。
　また、支援物資拠点を設置し、施設への必要物資のニーズ
把握、供給を行うとともに、全国から寄せられた物資を福祉
施設や被災地域の住民にも供給し、被災住民の心身両面での
支援に努めるなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんしんたいしょうがいじしゃしせつきょうぎかい

熊本県身体障害児者施設協議会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県上益城郡甲佐町

代 表 者
かわはら　ひでお

川原　秀夫

功 績 の 概 要

　同団体は、熊本地震により被害の大きかった益城町におい
ては役所も含め、行政機能がままならなかったことから、
様々な生活支援に関する相談窓口が必要と考え、役所や多く
の職能団体と会議を重ねて、生活総合相談窓口を開設し、被
災者からの相談を受け、すぐに支援する体制を整備すること
に尽力した。
　特に避難所には高齢者や障がい者等、様々なニーズを抱え
た被災者が混在しており、総合相談というワンストップで回
答が得られることは早急な被災者支援につながるなど、災害
時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
くまもとけんちいきみっちゃくがたさーびすれんらくかい

熊本県地域密着型サービス連絡会



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
いしもと　あきひろ

石本　瑛寛

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において、自らも被災者であるにもかか
わらず、発災直後に日本赤十字社熊本県支部内に日赤熊本災
害ボランティアセンターを立ち上げ、５月８日までの間、同
支部にて連日寝泊まりしながら同センターの運営に努めた。
　また、昼夜を問わず被災者のために救援物資の配布や救護
班の現場への誘導等の活動を実施するなど、災害時の防災活
動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

日 本 赤 十 字 社

名 称
くまもとけんせいねんせきじゅうじほうしだん

熊本県青年赤十字奉仕団



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
しんなが　りゅういち

新永　隆一

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において、自ら被災しながらも、被災者
のために発災当初から航空機を活用した孤立地域への物資搬
送や空撮による県への情報提供等を実施。
　また、「地上での活動」として、被災者が多く集まった病
院においての炊き出しや物資を避難所へ届けるとともに、被
災地域のガソリンスタンドが営業を停止している中、日本赤
十字社熊本県支部の緊急車両に対しての燃料供給を行うな
ど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

熊 本 県 知 事

名 称
せきじゅうじひこうたいくまもとしたい

赤十字飛行隊熊本支隊



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
いけだ　かずのすけ

池田　一之輔

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において、自ら被災しながらも、日本赤
十字社熊本県支部内の日赤熊本災害ボランティアセンターの
運営に尽力した。
　また益城町ボランティアセンターにおいても活動し、情報
収集をはじめ両ボランティアセンター間の調整を行い、物
資・資機材の管理や作業しているボランティアへの物資支援
等の「ボランティアのボランティア」として後方支援に従事
するなど、災害時の防災活動に多大な貢献をした。

功 績 概 要

日 本 赤 十 字 社

名 称
くまもとけんせきじゅうじぼうさいぼらんてぃあ「りーだーかい」

熊本県赤十字防災ボランティア｢ﾘｰﾀﾞｰ会」



団体［災害時の防災活動］

推 薦 者

所 在 地 熊本県熊本市東区

代 表 者
まき　としひこ

牧　敏彦

功 績 の 概 要

　同団体は熊本地震において、前震翌日の４月１５日から、
周辺の道路が陥没等する中、危険を顧みず自家用車を使って
傷病者の対応にあたったほか、避難所で負傷者や要支援者の
救護活動を実施。
　また、ボランティアセンターでは、他県の医療救護班の道
案内や、避難所への救援物資の輸送を実施するとともに、車
中泊の車が２，０００台以上集まっている駐車場においては
エコノミークラス症候群予防のために、車両１台１台を回り
予防啓発の救護活動を実施するなど、災害時の防災活動に多
大な貢献をした。

功 績 概 要

日 本 赤 十 字 社

名 称
くまもとけんせっこつ・せいこつせきじゅうじほうしだん

熊本県接骨･整骨赤十字奉仕団



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

所 在 地 千葉県流山市

代 表 者
やまだ　てつひこ

山田　哲彦

功 績 の 概 要

　同団体は、平成１７年に流山市東部の２４自治会が連携し
設立して、地域コミュニティの維持・活性化を図り、地域の
防災力を高める様々な防災活動を実施している。
　毎年行う防災訓練は市、消防、地域住民、中学校生徒、地
元企業が参加するなど大規模な合同訓練となっており、また
小学校、地区社会福祉協議会及び民生児童委員等と連携して
小学校区別の「避難所運営マニュアル」を作成して避難所運
営委員会を設立。各校、年２回の委員会を開催してマニュア
ルのアップデートを図るなど、防災体制の整備に多大な貢献
をした。

功 績 概 要

千 葉 県 知 事

名 称
ながれやましとうぶちくじちかいれんごうきょうぎかい

流山市東部地区自治会連合協議会



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

所 在 地 新潟県小千谷市

代 表 者
かざま　きゅうじ

風間　久司

功 績 の 概 要

　同団体は、平成１６年の中越大震災を契機に自主防災組織
の重要性が更に認識され、平成１９年６月、それまで単独で
活動していた各組織が連絡協議会を発足させた。
　平成２４年度に自主防災組織設置率１００％となった同団
体においては、各自主防災組織の横のつ繋がりを強化、情報
共有を図り、防災訓練等の推進や防災関係機関に働きかけて
の防災リーダーの育成及び防災研修会等を毎年開催するな
ど、防災体制の整備に多大な貢献をした。

功 績 概 要

新 潟 県 知 事

名 称
おぢやしじしゅぼうさいそしきれんらくきょうぎかい

小千谷市自主防災組織連絡協議会



団体［防災体制の整備］

推 薦 者

所 在 地 静岡県焼津市

代 表 者
おくがわ　きよたか

奥川　清孝

功 績 の 概 要

　同施設は津波浸水想定区域に立地し、避難行動要支援者が
利用する施設であり、避難住民の支援を受けて想定浸水高よ
り上層階に相互協力による津波避難を行う体制を構築し、住
民と施設利用者の安全確保に向けた訓練を実施している。
　訓練においては、円滑な避難の実現に向けて施設職員の防
災知識や搬送技術の習得に向けた勉強会の実施、訓練の際に
施設利用者の状態により色分けした防災頭巾の着装、大きい
名札の作成などの創意工夫を数多く取り入れている。
　こうした地域住民との相互協力による津波避難訓練は、先
進的な訓練事例として内閣府防災担当が作成した事例集にも
掲載され全国に紹介されるなど、防災体制の整備に多大な貢
献をした。

功 績 概 要

静 岡 県 知 事

名 称
しゃかいふくしほうじんせいせいかいとくべつようごろうじんほーむつばさ

社会福祉法人 正生会　特別養護老人ホーム つばさ



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

所 在 地 北海道帯広市

代 表 者
みやさか　としふみ

宮坂　寿文

功 績 の 概 要

　同社は平成５年発生の釧路沖地震を契機に防災訓練を開始
し、平成１５年から地域住民や自衛隊・警察・消防などの防
災関係機関等も巻き込み訓練を年１回主催（参加人員２，５
００名規模）している。
　平成２０年より災害支援ＮＰＯと連携した炊き出し訓練を
実施し、平成２６年の広島土砂災害の際には、支援チームを
広島県に派遣し避難所にて炊き出しを実施した。
　平成２７年からは、新たに親子防災教室を開催し、地域住
民への防災意識の普及・啓発に尽力するなど、防災思想の普
及に多大な貢献をしている。

功 績 概 要

北 海 道 知 事

名 称
みやさかけんせつこうぎょうかぶしきがいしゃ

宮坂建設工業㈱



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

所 在 地 愛知県豊橋市

代 表 者
すぎうら　しょういち

杉浦　正一

功 績 の 概 要

　同団体は、大規模災害時には孤立する恐れがある地域特
性、災害時のリスクを考慮し、被害と住民の関係性を重視し
た支援体制の構築と、近隣校区と協力して応急救護所の設置
訓練や豊川樋門の管理・操作等の実践的活動を実施してい
る。
　また、平成２７年度、豊橋市の防災まちづくりモデル校区
事業の対象となり、住民を対象とした防災学習会を開催し、
作成した校区コミュニティマップを校区全戸に配布するな
ど、住民に対する啓発活動を行っている。
　さらに、総会・役員会を毎月１回定期的に開催して会員の
知識・技術のスキルアップ事業や校区防災訓練を計画、実施
するとともに、防災の知識と技術を持ったリーダー育成を行
うなど、防災思想の普及に多大な貢献をした。

功 績 概 要

愛 知 県 知 事

名 称
しもじじしゅぼうさいかい（えす・いー・えー）

下地自主防災会（S.E.A)



団体［防災思想の普及］

推 薦 者

所 在 地 香川県丸亀市

代 表 者
いわさき　せいさく

岩﨑　正朔

功 績 の 概 要

　同団体は、平成１９年の設立以降１０年間継続して、県内
自主防災組織との交流・連携を深め、共助の要となる自主防
災組織の活動を県内全域で活性化させるため、各地域の自主
防災組織に対し防災訓練の支援や防災研修会を開催し、毎月
会報誌を発行するなど、県内自主防災組織の防災意識向上に
努めている。
　特に防災訓練の支援にあたっては、水害が課題となると水
難救助訓練に関する内容を、福祉施設の防災対策が課題とな
ると車いす利用者の避難支援訓練に関する内容を取り入れ、
訓練参加者のさまざまなニーズに応えた訓練、防災対策の動
向を反映した訓練を実施するなど、防災思想の普及に多大な
貢献をした。

功 績 概 要

香 川 県 知 事

名 称
かがわじしゅぼうれんらくきょうぎかい

かがわ自主ぼう連絡協議会




